
【179】  

あ  べ   まさ   よ 阿 部  昌  代  

博  士（理  学）  

理 博 第2650号  

平成15年 3 月 24 日  

学位規則第 4 条第1項該当  

理学研究科生物科学専攻  

Computerized shape analysis and comparison of trlgOn Shape of  

氏  名  

学位（専攻分野）  

学位記番号  

学位授与の日付  

学位授与の要件  

研究科・専攻  

学位論文題目  

occlusalsurfaces of hominoid upper molars．  

（現生類人猿大白歯歯冠面の計算機による形状解析法とトリゴン比較）  

（主 査）  

論文調査委員  教 授 石 田 英 実  教 授 西 田 利 貞  教 授 米 井 修 治  

文  内  容  の  要   
芸イゝ  
白岡  

一般に，歯は，食性が異なれば，機能（切断，破砕，すりつぶし等）も異なり，形態も異なると考えられている。しかし，  

歯は小さく，形態も複雑であるため，観察やノギスによる測定のみでは，歯における形態と機能の関係を定量的に明らかに  

するのは困難である。近年の三次元形状計測装置とコンピュータの処理能力の飛躍的な向上により，歯の形態の三次元的な  

定量解析が可能となり，それらを用いた様々な解析法の開発が重要となっている。   

そこで主論文1では，高精度三次元表面形状計測装置を用いて大臼歯の歯冠面形状を計測し，その表面形状について，局  

所で曲率を計算することにより，表面形状の凹凸を判別する方法と，隆線・裂溝を抽出する方法とを開発した。また，曲率  

計算時の微分演算子であるガウス関数の標準偏差パラメタを増減させることにより，表面形状の局所的な特徴抽出から大局  

的な特徴抽出までもが可能であることを理論的に示した。そして，これらの方法を，実際に測定した現生類人猿fb乃  

trqglodytes（chimpanzee），PαnPaniscu5（bonobo），GorilklgOrilkl（gorilla），Pongo加maeus（orang－utan）の上顎  

第一大臼歯の計測データに応用し，提案法の有効性を確認した。   

また主論文2では，局所形状が平面であるか，凹型・凸型であるか，鞍型であるかを判別できるガウス曲率に着日し，ト  

リゴン領域内で三角裔，眩頭，及びその和がそれぞれ占める面積比を表す指標として，％PGC（Percentage of Positive  

Gaussian Curvature），％PG－PMC（Percentage of Positive Gaussian and Positive Mean Curvature），％PG－NMC  

（Percentage ofPositive Gaussianand Negative Mean Curvature）の3つを考案した。さらに，上顎第一大臼歯のトリゴ  

ン領域内のこれらの指標が，平滑化の程度によって，Pan troglo4ytes（chimpanzee），Panpaniscus（bonobo），Gorilhl－  

gorilhl（gorilla），Po77gO加maeus（orang－utan）の現生類人猿4種間において差異があることを示した。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

霊長類の歯の形態的特徴の比較研究は，化石霊長類の系統分類やその食性を復元する上で重要な情報を有している。近年  

では，特にⅩ線CTや三次元表面形状計測装置などを用いた歯牙の三次元形状計測が行われるようになってきている。し  

かし，三次元の複雑形状を定量的に処理，解析することは非常に困難であり，その解析手法の確立が求められている。申請  

者は，そのような歯牙の三次元形状の定量的解析手法を開発し，その応用可能性を論じている。   

主論文1では，大臼歯の歯冠面形状曲面を二変数関数として表現した上で，局所形状を二次曲面で近似して曲率を計算し，  

稜線，谷線を抽出する手法を提案している。そしてこの手法により，隆線・裂溝を自動抽出できることを示した。そして，  

微分演算子に用いた二次元ガウス関数の標準偏差パラメタを変えることによって，局所的な形状から全体的な形状まで，同  

じ方法でレベルを変えて解析できることを明らかにした。この方法は，歯冠表面形状を曲率という直観的に理解しやすいパ  

ラメタを採用している点で優れている。   

主論文2では，ガウス曲率によって，局所形状が凹型・凸型であるか鞍型であるかを判別できることを利用し，トリゴン  
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領域内の表面形状の凹凸部分を判別し，その面積の比率から表面形状を比較する方法を提案している。またここでは新たに  

曲率フロースムージングと呼ばれる平滑化法を併せ用いることで，歯牙表面のエナメル稽曲の程度およびトリゴン領域内で  

ベイスンの占める割合を推定できることを示した。この手法を現生類人猿4種，ナミチンパンジー，ボノボ，ゴリラ，オラ  

ンウータンの上顎第一大臼歯に適用して分析した結果から，この手法が歯牙表面の特徴に関する種間差を分析する上で有効  

であることを示している。   

本研究は，現状の歯牙形態学が，Ⅹ線CTなどを用いた三次元計測を行っていながら，その解析が二次元の域をでてい  

ないことに対して，計算機を用いて三次元的に解析を行った試みであり，萌芽的でありながら優れた有効性を持っている点  

で評価できる。将来的には化石霊長類の食性の復元などにも大きく資すると考えられる。   

よって，本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める。また，論文内容とそれに関連した試問の結果合  

格と認めた。  
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